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市政をもっと身近に！わかりやすく！市政をもっと身近に！わかりやすく！

笑顔咲く春　芽吹く未来へ

特集 報告します 令和７年度政務活動費の使い道

３月定例会

イラスト作品名「たのしいこどもの日」（題字とイラストの作者紹介は、１６ページをご覧ください。）



　令和７年度第７回市議会定例会（３月定例会）
は、２月２７日から３月２３日までの２５日間の会期
で開かれました。
　初日の本会議で、市長提出の人事案件２件に
ついて同意をしました。また、令和７年度各会
計補正予算議案８件を原案のとおり可決しまし
た。
　令和８年度各会計予算や条例議案計２１件につ
いては、予算特別委員会及び所管常任委員会に
付託され、審査を経て最終日の本会議で採決が
行われました。
　また、最終日の本会議では、予算議案１件が
上程され、採決が行われました。
（採決結果は１２ページに掲載してあります。）

【 審 査 日 程 】
月　日 内　　容

２／２７（金） 本会議（�会期の決定、提案理由の説明、予
算特別委員会の設置など）

３／３（火）
３／４（水） 本会議（市政に対する一般質問）

３／５（木） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）

３／６（金） 環境福祉常任委員会（付託案件の審査）

３／９（月） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）

３／１０（火）
　～１３（金） 予算特別委員会（付託案件の審査）

３／１６（月） 予算特別委員会（討論、表決）

３／２３（月） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）

インターネットで議会中継

https://www.city.tendo.yamagata.jp/congress/

　市政に対する一般質問は、３月３日・４日の２日間の日程で、１２人の議員が行いました。
　自治公民館の維持管理と将来の方向性や、ＡＩと学びの在り方などについて、市長や教
育長等の見解を求めました。※議員の原稿をそのまま掲載しています。

質
問
者
と
質
問
事
項

市政に対する一般質問

て
ん
ど
う
創
生
の
会

【
半
田　
大
介 

議
員
】

�

中
学
校
部
活
動
地
域
展
開
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て

【
斉
藤　
美
千
代 

議
員
】

�

市
民
の
健
康
と
命
を
守
る
た
め
に

【
林　
正
人 

議
員
】

�

老
朽
化
が
進
む
自
治
公
民
館

（
分
館
）
の
維
持
管
理
に
対
す

る
市
の
関
わ
り
と
将
来
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

【
三
宅　
和
広 

議
員
】

�

ふ
る
さ
と
納
税
の
充
実
に
つ
い
て

【
横
山　
愛 

議
員
】

�

Ａ
Ｉ
時
代
に
お
け
る
こ
れ
か
ら

の
子
ど
も
の
教
育
に
つ
い
て

【
鈴
木　
照
一 

議
員
】

�

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

�
天
童
桜
ま
つ
り
と
人
間
将
棋

�
衆
議
院
議
員
選
挙
を
振
り
返
っ
て

�
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
新
ス
タ
ジ

ア
ム
建
設

清
風

清
新
会

【
新
関　
知
己 

議
員
】

�

救
急
医
療
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て

【
駒
延　
法
子 

議
員
】

�

令
和
８
年
度
の
本
市
の
教
育
指

針
に
つ
い
て

�

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
関

す
る
本
市
の
方
針
に
つ
い
て

【
滝
口　
茂
之 

議
員
】

�

市
公
共
施
設
等
の
設
備
更
新
に

つ
い
て

�

高
齢
世
帯
の
増
加
へ
の
対
応
に

つ
い
て

【
武
田　
正
二 

議
員
】

�

人
口
減
少
に
対
す
る
移
住
・
定

住
対
策
に
つ
い
て

【
野
口　
さ
つ
き 

議
員
】

�

災
害
か
ら
命
を
守
る
防
災
に
つ

い
て

�

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助

成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

【
狩
野　
佳
和 

議
員
】

�

天
童
オ
ー
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に

つ
い
て

�

選
挙
の
投
票
率
向
上
に
つ
い
て

会
派
に
所
属
し
て
い
な
い
議
員

３月定例会３月定例会

2令和８年5月15日発行令和８年5月15日発行



３月定例会　一般質問３月定例会　一般質問

休
日
部
活
地
域
展
開
に
向

休
日
部
活
地
域
展
開
に
向

け
わ
か
り
や
す
い
周
知
を

け
わ
か
り
や
す
い
周
知
を

Q
令
和
８
年
度
の
中
体
連
後
の
新
チ
ー
ム
以
降
、

休
日
に
お
け
る
学
校
管
轄
の
部
活
動
が
な
く
な

り
、
既
存
ス
ポ
少
や
地
域
ク
ラ
ブ
で
の
活
動
に

移
行
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
移
行
期
は
情
報
の

少
な
さ
や
部
活
ご
と
の
対
応
の
バ
ラ
つ
き
が
あ

る
と
混
乱
が
生
じ
や
す
い
。
移
行
に
対
す
る
制

度
設
計
や
生
徒
・
関
係
者
へ
の
丁
寧
な
説
明
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
、
本
市
と
し
て
の
対
応
を

お
聞
き
し
た
い
。

A
部
活
動
数
の
約
７
割
に
つ
い
て
は
地
域
ク
ラ

ブ
等
で
活
動
を
行
え
る
環
境
だ
が
、
残
り
の
３

割
の
生
徒
が
活
動
で
き
る
環
境
に
つ
い
て
は
調

整
中
で
あ
る
。
移
行
に
関
す
る
説
明
は
、
こ
れ

ま
で
各
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
広
く
周
知
に
努
め
て
き
て
い
る
。

Q
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
地
域
ク
ラ
ブ
や
既

存
ス
ポ
少
へ
活
動
費
や
費
用
の
補
助
な
ど
が
明

記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
で
は
ど
の
よ
う
な
対

応
を
考
え
て
い
る
か
。

A
県
の
新
た
な
指
針
が
示
さ
れ
た
際
に
は
、
そ

の
内
容
を
踏
ま
え
、
本
市
と
し
て
の
補
助
の
あ

り
方
や
認
定
制
度
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

林は
や
し　

　
正ま

さ

人と

議
員

Q
東
洋
医
学
は
自
然
治
癒
力
を
高
め
体
質
改
善

を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
乳
幼
児
健
診
、
健
康

相
談
、
介
護
予
防
、
認
知
症
予
防
な
ど
市
民
の

た
め
の
健
康
増
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
人

が
持
つ
自
然
治
癒
力
を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と

を
念
頭
に
置
い
て
指
導
を
で
き
な
い
か
。

A
健
康
の
維
持
・
向
上
を
図
る
上
で
基
本
と
な

る
の
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
規
則
正
し
い
生
活

リ
ズ
ム
や
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
基
本
的
な
生
活
習
慣

の
重
要
性
に
つ
い
て
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

Q
天
童
市
民
病
院
の
昨
年
の
事
業
実
績
は
、
外

来
、
入
院
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
よ
り
約
２
０
０
０

人
減
少
、
病
床
稼
働
率
は
８３
・
２
㌫
で
あ
る
。

持
続
可
能
な
経
営
の
一
つ
と
し
て
、
補
完
代
替

医
療
、緩
和
ケ
ア
病
棟
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

A
西
洋
医
学
の
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
診
断
・

治
療
と
伝
統
医
学
の
自
然
治
癒
力
を
尊
重
す
る

医
療
を
総
合
的
に
提
供
し
、
患
者
の
身
体
と
精

神
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
、
療
養
病
棟
及
び
在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
お

い
て
緩
和
ケ
ア
を
含
め
た
適
切
な
医
療
、
質
の

高
い
療
養
環
境
を
提
供
し
て
い
く
。

市
民
の
健
康
と
命
を
守
る

市
民
の
健
康
と
命
を
守
る

た
め
に
東
洋
医
学
の
考
え
を

た
め
に
東
洋
医
学
の
考
え
を

自
治
公
民
館
の
維
持
管
理

自
治
公
民
館
の
維
持
管
理

に
対
す
る
市
の
対
応
は

に
対
す
る
市
の
対
応
は

Q
本
市
の
自
治
公
民
館
（
分
館
）
は
長
年
、
地

域
住
民
の
交
流
、
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
市
立

公
民
館
同
様
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

し
か
し
、
設
置
か
ら
築
４０
年
か
ら
４５
年
を
超
え

て
、
耐
震
補
強
未
実
施
の
分
館
が
数
多
く
存
在

し
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
生
産

年
齢
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、
こ
れ
ら
全
て
の

施
設
を
現
状
の
ま
ま
維
持
し
、
一
斉
に
更
新
時

期
を
迎
え
る
こ
と
は
、
本
市
の
財
政
状
況
を
鑑

み
れ
ば
極
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
る
と
考
え
る
。

本
館
を
中
心
と
す
る
利
用
再
編
な
ど
一
体
運
用

を
市
か
ら
積
極
的
に
提
案
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

本
市
の
考
え
を
伺
う
。

A
自
治
公
民
館
は
、
町
内
会
や
地
縁
団
体
な
ど

が
整
備
・
保
有
す
る
施
設
で
あ
り
、
自
治
公
民

館
の
性
格
上
、
あ
く
ま
で
も
地
域
住
民
の
方
々

に
判
断
し
て
も
ら
う
事
項
で
あ
る
と
考
え
る
。

老
朽
化
等
に
よ
り
自
治
公
民
館
の
維
持
が
困
難

な
場
合
に
は
、
社
会
教
育
活
動
継
続
の
た
め
に

市
立
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
を
有
効
に
活
用

し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

１

詳しくはコチラ

２

詳しくはコチラ

３

詳しくはコチラ

半は
ん

田だ

　
大だ

い

介す
け

議
員

斉さ
い

藤と
う

美み

千ち

代よ

議
員

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬
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現
地
決
済
型

現
地
決
済
型

ふ
る
さ
と
納
税
の
導
入
を

ふ
る
さ
と
納
税
の
導
入
を

三み

宅や
け

　
和か

ず

広ひ
ろ

議
員

Q
近
年
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
後
日
返
礼
品
が

届
く
形
の
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
違
っ
た
「
現
地

決
済
型
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
導
入
す
る
自
治
体

が
増
え
て
い
る
。
旅
行
者
が
自
治
体
を
訪
れ
た

際
に
ス
マ
ホ
な
ど
か
ら
寄
附
し
、
同
時
に
電
子

ク
ー
ポ
ン
等
を
受
け
取
り
、
そ
の
場
で
利
用
ま

で
完
結
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
現
地
決
済
型
ふ
る
さ
と
納
税
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
例
え
ば
天
童
温
泉
で
の
宿
泊
、
市

内
飲
食
店
や
お
土
産
物
店
で
の
利
用
な
ど
、
観

光
客
の
現
地
消
費
を
寄
附
に
つ
な
げ
る
と
と
も

に
、
市
内
事
業
者
へ
の
直
接
的
な
経
済
効
果
を

高
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
寄
附
を

通
じ
て
天
童
市
へ
の
愛
着
を
深
め
て
も
ら
い
、

交
流
人
口
が
拡
大
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

　
本
市
で
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

A
現
地
決
済
型
ふ
る
さ
と
納
税
は
地
域
密
着
型

の
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、

新
規
返
礼
品
と
し
て
天
童
フ
ァ
ン
獲
得
に
有
効

な
手
段
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
現
地
を
訪

れ
る
寄
附
者
の
利
便
性
の
向
上
や
新
た
な
寄
附

者
の
獲
得
が
期
待
さ
れ
る
現
地
決
済
型
ふ
る
さ

と
納
税
の
導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

鈴す
ず

木き

　
照し

ょ
う

一い
ち

議
員

Q
親
の
経
済
状
況
に
よ
っ
て
学
力
や
体
験
に
格

差
が
生
じ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
特
に
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
一
生
の
財
産
と
な
る
体
験（
部

活
動
・
ク
ラ
ブ
活
動
、文
化
・
芸
術
・
自
然
体
験
、

習
い
事
な
ど
）
を
家
庭
事
情
に
よ
っ
て
格
差
を

生
じ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。
社
会
全
体
で
支
え

る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
本
市
と
し
て
体
験

格
差
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、他
自
治
体
で
行
っ
て
い
る
、「
ス
タ
デ
ィ
ク
ー

ポ
ン
」（
直
接
家
庭
に
お
金
を
配
る
の
で
は
な
く
、

子
供
の
体
験
に
直
接
働
き
か
け
、
子
供
に
選
択

の
自
由
が
あ
る
、
地
域
経
済
も
循
環
で
き
る
、

塾
や
習
い
事
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
に
使
用
で
き

る
ク
ー
ポ
ン
）
制
度
導
入
の
見
解
を
伺
う
。

A
子
ど
も
の
将
来
が
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に
よ

り
左
右
さ
れ
た
り
、
貧
困
が
世
代
を
超
え
て
連

鎖
し
た
り
、
ま
た
経
験
が
得
ら
れ
ず
格
差
が
固

定
し
た
り
が
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
は
、
大
変
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
他
市
の
先
進

事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
調

査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
の「
一
生
の
財
産
」

子
ど
も
の「
一
生
の
財
産
」

を
社
会
で
支
え
よ
う

を
社
会
で
支
え
よ
う

横よ
こ

山や
ま

　
　
愛あ

い

議
員

桜
の
維
持
管
理
と
人
間

桜
の
維
持
管
理
と
人
間

将
棋
の
秋
開
催
に
向
け
て

将
棋
の
秋
開
催
に
向
け
て

Q
桜
花
爛
漫
の
下
で
の
人
間
将
棋
や
倉
津
川
の

し
だ
れ
桜
は
、
天
童
の
春
の
風
物
詩
と
な
っ
て

い
る
が
、
明
ら
か
に
樹
勢
が
衰
え
て
い
る
桜
が

あ
り
、
私
た
ち
は
先
人
が
残
し
て
く
れ
た
財
産

を
後
世
に
引
き
継
ぐ
責
任
が
あ
る
。
今
後
の
維

持
管
理
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
天
童
の
人
間
将
棋
は
、
国
内
外
に
本

市
を
強
く
Ｐ
Ｒ
す
る
魅
力
が
あ
る
。
春
の
桜
の

人
間
将
棋
に
加
え
、
秋
の
も
み
じ
の
人
間
将
棋

を
開
催
し
、
将
棋
の
聖
地
を
目
指
し
さ
ら
な
る

本
市
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
は
ど
う
か
。

A
天
童
公
園
（
舞
鶴
山
）
や
倉
津
川
沿
い
の
桜

は
、
本
市
を
代
表
す
る
観
光
資
源
で
あ
り
、
施

肥
・
剪
定
等
に
よ
り
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る

が
、
老
木
化
や
猛
暑
の
影
響
か
ら
樹
勢
低
下
が

見
ら
れ
る
た
め
、
今
後
は
樹
木
医
等
の
意
見
を

踏
ま
え
、
継
続
的
な
保
全
に
努
め
て
い
く
。

　
秋
の
人
間
将
棋
は
、
さ
ら
に
多
く
の
人
々
が

訪
れ
る
機
会
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
関
係
団

体
や
既
存
イ
ベ
ン
ト
と
の
調
整
や
運
営
上
の
課

題
も
あ
る
た
め
、
今
後
も
本
市
の
秋
の
豊
か
な

観
光
資
源
を
活
用
し
た
取
組
み
に
つ
い
て
検
討

し
、
さ
ら
な
る
魅
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

３月定例会　一般質問３月定例会　一般質問

４

詳しくはコチラ

５

詳しくはコチラ

６

詳しくはコチラ
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飛
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３月定例会　一般質問３月定例会　一般質問

救
急
医
療
情
報
共
有
シ
ス

救
急
医
療
情
報
共
有
シ
ス

テ
ム
導
入
後
の
成
果
は

テ
ム
導
入
後
の
成
果
は

Q
本
年
度
予
算
で
導
入
し
た
救
急
医
療
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム
は
、
救
急
隊
と
医
療
機
関
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
配
備
し
て
救
急
現
場
で
集
約
し

た
傷
病
者
の
デ
ー
タ
を
医
療
機
関
と
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
共
有
す
る
こ
と
で
、
受
入
れ
準
備
を
迅

速
化
で
き
、
適
切
な
医
療
機
関
へ
の
ス
ム
ー
ズ

な
搬
送
が
で
き
る
た
め
、
山
形
連
携
中
枢
都
市

圏
の
全
７
市
７
町
で
本
格
導
入
と
な
っ
た
。
そ

こ
で
、
救
急
医
療
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
は
、
村

山
圏
域
全
体
の
病
院
の
登
録
件
数
と
本
市
の
病

院
の
登
録
件
数
、
救
急
医
療
情
報
共
有
シ
ス
テ

ム
の
効
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A
現
在
、
村
山
圏
域
に
お
け
る
救
急
情
報
共
有

シ
ス
テ
ム
連
携
医
療
機
関
は
、
県
立
中
央
病
院

の
ほ
か
１６
の
医
療
機
関
と
な
っ
て
お
り
、
天
童

市
民
病
院
も
連
携
に
向
け
準
備
中
で
、
効
果
に

つ
い
て
は
、
医
療
機
関
決
定
ま
で
の
時
間
短
縮

や
依
頼
回
数
の
減
少
が
図
ら
れ
て
い
る
。

Q
天
童
市
民
病
院
以
外
の
６
市
７
町
の
公
立
病

院
で
、
ま
だ
登
録
に
な
っ
て
い
な
い
公
立
病
院

は
何
件
か
伺
い
た
い
。

A
天
童
市
民
病
院
以
外
の
公
立
病
院
は
、
全
て

登
録
済
と
な
っ
て
い
る
。

滝た
き

口ぐ
ち

　
茂し

げ

之ゆ
き

議
員

Q
第
２
次
天
童
市
教
育
振
興
計
画
の
成
果
に
対

す
る
所
感
と
、
第
３
次
天
童
市
教
育
振
興
計
画

に
お
け
る
改
善
点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A
第
２
次
天
童
市
教
育
振
興
計
画
で
は
、
特
別

支
援
教
育
を
核
と
し
た
共
に
生
き
る
教
育
の
実

践
や
市
立
公
民
館
の
改
修
等
に
よ
り
、
学
校
教

育
と
生
涯
教
育
の
両
面
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

　
第
３
次
天
童
市
教
育
振
興
基
本
計
画
で
は
、

乳
幼
児
期
の
健
全
育
成
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に

お
け
る
人
材
の
育
成
、
教
育
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど

の
時
代
に
即
し
た
施
策
を
推
進
す
る
。
複
式
学

級
と
な
る
学
校
も
出
る
見
込
み
だ
が
、
教
育
水

準
の
維
持
を
図
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核

と
し
て
の
学
校
を
存
続
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

Q
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
い
て
児
童

生
徒
一
人
１
台
の
端
末
は
普
及
し
た
が
、
運
用

の
段
階
で
、
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
の
差
が

出
て
い
る
点
を
ど
う
解
決
し
て
い
く
か
。

A
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
活
用
し
、
そ
の
専
門
性
の

高
さ
や
経
験
を
生
か
し
た
研
修
な
ど
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
教
員
が
効
果
的
に
授
業
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
で
き
る
よ
う
、
能
力
の
向
上
を
図
っ
て

い
く
。

時
代
に
即
し
た
教
育
の

時
代
に
即
し
た
教
育
の

あ
り
方
と
は

あ
り
方
と
は

壊
れ
て
か
ら
で
は
遅
い

壊
れ
て
か
ら
で
は
遅
い

計
画
的
エ
ア
コ
ン
更
新
を

計
画
的
エ
ア
コ
ン
更
新
を

Q
建
設
か
ら
３０
年
近
く
経
つ
市
立
公
民
館
で
は
、

冷
蔵
庫
や
ヒ
ー
タ
ー
等
の
家
電
も
当
時
の
ま
ま

と
い
う
実
態
が
あ
る
。
電
化
製
品
は
突
発
的
な

故
障
の
リ
ス
ク
が
あ
り
、
避
難
所
と
し
て
の
機

能
維
持
に
不
安
が
残
る
。
メ
ー
カ
ー
の
部
品
保

有
期
間
や
省
エ
ネ
性
能
を
考
慮
し
た
更
新
基
準

の
策
定
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
適
切
な
清
掃
・
点
検
で
可
能
な
限
り
長
く
使

用
す
る
方
針
で
あ
る
が
、
３０
年
経
過
は
限
界
が

近
い
と
感
じ
る
。
優
先
順
位
を
つ
け
て
適
時
更

新
を
図
り
た
い
。

Q
設
置
か
ら
１４
年
目
を
迎
え
る
二
中
・
三
中
等

の
エ
ア
コ
ン
は
、
近
年
の
猛
暑
で
負
荷
が
増
大

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
故
障
後
に
対
応
す
る

「
事
後
保
全
」
で
は
な
く
、
学
習
環
境
を
損
な

わ
な
い
よ
う
「
予
防
保
全
」
の
観
点
か
ら
計
画

的
に
更
新
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
計
画
的
な
更
新
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

設
置
後
10
年
を
目
安
に
内
部
清
掃
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
後
５
、
６
年
で
の
更
新
を
想
定
し
て

い
る
。
令
和
１０
年
頃
か
ら
更
新
時
期
に
な
っ
て

く
る
と
計
画
し
て
お
り
、
事
業
費
の
平
準
化
を

図
り
な
が
ら
更
新
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

７

詳しくはコチラ

８

詳しくはコチラ

９

詳しくはコチラ

新に
い

関ぜ
き

　
知と

も

己み

議
員

駒こ
ま

延の
べ

　
法の

り

子こ

議
員

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

角
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王
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王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
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王
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香
車

香
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兵
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車

飛
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３月定例会　一般質問３月定例会　一般質問

分
筆
し
た
他
の
宅
地
に
も

分
筆
し
た
他
の
宅
地
に
も

公
共
汚
水
ま
す
の
支
援
を

公
共
汚
水
ま
す
の
支
援
を

武た
け

田だ

　
正し

ょ
う

二じ

議
員

狩か

野の

　
佳よ

し

和か
ず

議
員

Q
災
害
は
、「
い
つ
ど
こ
で
起
き
て
も
お
か
し

く
な
い
」
状
況
に
あ
る
が
、
誰
も
が
平
時
か
ら

災
害
リ
ス
ク
や
避
難
情
報
を
得
ら
れ
る
環
境
整

備
が
重
要
だ
。
耳
で
聴
く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と

は
、
視
覚
障
が
い
者
や
高
齢
者
の
方
が
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
あ
る
災
害
リ
ス
ク
情
報
を
得
や
す

い
よ
う
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
端
末
か
ら
音
声
で

同
マ
ッ
プ
の
記
載
内
容
を
読
み
上
げ
て
く
れ
る
。

命
を
守
る
た
め
に
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
防
災

情
報
の
手
段
で
あ
る
。
本
市
で
も
導
入
し
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
住
民
向
け
防
災
放
送
ア
プ
リ

は
、自
治
体
の
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
を
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
音
声
と

文
字
で
受
信
で
き
る
防
災
ア
プ
リ
で
あ
る
。
本

市
で
も
こ
の
防
災
ア
プ
リ
を
導
入
し
て
は
ど
う

か
。
市
の
考
え
を
伺
う
。

A
県
は
令
和
８
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、
耳

で
聴
く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
整
備
す
る
予
定
で

あ
る
。
本
市
も
県
の
事
業
に
合
わ
せ
て
導
入
を

検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
防
災
に
関
す
る
情
報

伝
達
手
段
と
し
て
、
住
民
向
け
防
災
放
送
ア
プ

リ
導
入
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、今
後
、

そ
の
効
果
を
含
め
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

Q
現
在
、
住
宅
建
設
を
行
う
た
め
に
分
筆
し
て

宅
地
売
買
を
す
る
場
合
、
下
水
道
の
公
共
汚
水

ま
す
は
、
分
筆
す
る
前
の
敷
地
分
と
し
て
一
ま

す
は
市
の
負
担
で
設
置
に
な
る
が
、
受
益
者
負

担
金
を
支
払
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
分

筆
し
た
他
の
汚
水
ま
す
は
、
購
入
者
の
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
負
担
額
は
高
額
で
も
あ
り
、

建
築
を
断
念
し
、他
市
に
変
更
す
る
方
も
い
る
。

そ
れ
を
解
消
、
阻
止
す
る
た
め
に
、
分
筆
し
た

他
の
宅
地
分
の
汚
水
ま
す
も
、
市
の
負
担
で
設

置
す
べ
き
で
あ
る
。

A
本
市
で
は
、
住
宅
等
の
建
設
を
目
的
に
公
共

下
水
道
事
業
計
画
区
域
内
に
宅
地
を
購
入
す
る

際
、
公
共
汚
水
ま
す
が
未
設
置
の
場
合
、
土
地

所
有
者
等
が
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
要
件
は
、
分
筆
し
た
宅
地
売
買
や
宅
地
開

発
の
場
合
で
も
、
基
本
的
に
同
様
で
あ
る
。
人

口
減
少
対
策
と
循
環
型
の
土
地
活
用
の
観
点
か

ら
、
制
度
を
改
善
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
、
今
後
検
討
を
進
め
る
。

Q
宅
地
開
発
に
も
支
援
で
き
な
い
か
。

A
課
題
等
を
整
理
し
た
上
で
、調
査
検
討
す
る
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

防
災
情
報
の
手
段
を

防
災
情
報
の
手
段
を

野の

口ぐ
ち

さ
つ
き
議
員

天
童
オ
ー
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

天
童
オ
ー
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
を
造
る
べ
き
で
な
い
か

ム
を
造
る
べ
き
で
な
い
か

Q
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
新
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設

が
着
工
し
、
観
光
客
が
訪
れ
る
複
合
施
設
を
期

待
し
て
い
る
。（
仮
称
）
天
童
南
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
開
通
予
定
で
、
さ
ら
に
多

く
の
観
光
客
が
本
市
を
訪
れ
る
。
各
地
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
の
道
の
駅
は
、
ど
こ
も
賑

わ
っ
て
い
る
。
本
市
の
全
て
を
網
羅
し
た
天
童

オ
ー
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
造
る
べ
き
と
考
え
る
。

A
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
利
活

用
は
庁
内
で
検
討
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

Q
（
仮
称
）
天
童
南
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
付
近
も
良
い
が
、
天
童
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
付
近
で
、
天
童
駅
西
口
か
ら
約
１
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
歩
い
て
行
け
る
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

南
側
が
一
番
良
い
。
こ
こ
で
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
に

将
棋
対
戦
さ
せ
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
苗
木
を
育
て

年
中
果
実
を
観
察
で
き
る
よ
う
に
し
、
将
棋
駒

や
地
元
農
産
物
を
販
売
す
る
観
光
物
産
施
設
を

造
る
。
さ
ら
に
市
民
が
集
う
公
園
、
日
帰
り
温

泉
施
設
、
歴
史
資
料
館
等
、
天
童
の
全
て
が
分

か
る
施
設
を
造
る
の
は
ど
う
か
。

A
夢
の
あ
る
提
言
で
あ
り
が
た
く
思
う
。
今
時

点
で
は
ま
だ
白
紙
の
状
態
で
あ
る
。

１０

詳しくはコチラ

１１

詳しくはコチラ

１２

詳しくはコチラ

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬
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金
将

金
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馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬
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教えて っすケケロロ

ＬＥＤ表示板（イメージ図）

工事予定の南部地下道

南部地下道の冠水対策のため南部地下道の冠水対策のため
ＬＥＤ表示板・自動通報システム等を導入ＬＥＤ表示板・自動通報システム等を導入

１　工事の内容
　ＪＲ天童南駅付近の南部地下道（アンダーパス）が豪雨
などにより冠水した場合、道路利用者への注意喚起を目的
として、車両の進入を防ぐＬＥＤ表示板を東西入口に各１
基ずつ設置する。
　また、水位を感知すると市役所、消防、警察に自動通報
するシステムを整備するとともに、現地の状況をリアルタ
イムに確認できる監視カメラを設置する。
２　場所
　南部地下道（ＪＲ天童南駅付近）
３　工事期間
　令和８年７月から令和９年３月まで

南部地下道冠水対策工事など南部地下道冠水対策工事など
一般会計１８億８３８５万円等を可決（３月補正予算）一般会計１８億８３８５万円等を可決（３月補正予算）

　３月定例会初日の２月２７日、令和７年度補正予算案が提出され、採決の結果、全会一致で可決
されました。
　可決された予算に関連する主な事業について、次のとおりご紹介します。

アンダーパスが冠水すると、どうなるの？
アンダーパスは周囲の地形より低いため、大雨

時には雨水が集中しやすく、短時間で冠水や水没の
危険が高くなります。そのため、豪雨時にはアン
ダーパスへの進入を避け、迂回することが原則で
す。一部の場所では、水深が３０センチメートル以上
になることもあり、この水位になると車両のエンジ
ンが停止したり、重大な事故につながる恐れがあり
ます。このようなリスクを防ぐため、日常的に利用
する道路の危険箇所をハザードマップなどで事前に
確認しておくことが重要です。

ＱＱ
ＡＡ

荒谷地内の
消防団ポンプ車庫

用地取得費を繰り越し

　３月定例会最終日の３月２３
日、追加の補正予算案が提出さ
れ、原案のとおり全会一致で可
決されました。
　この補正予算では、荒谷地内
の消防団ポンプ車庫用地取得に
係る手続きに時間を要するた
め、繰越明許費を補正し令和８
年度に繰り越すものです。
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令和８年度
当初予算

一般会計　３３５億４０００万円一般会計　３３５億４０００万円
一般会計・特別会計・企業会計 総額　５５５億５５６８万円一般会計・特別会計・企業会計 総額　５５５億５５６８万円

　３月定例会の予算特別委員会では、令和８年度予算について審査が行われました。
　令和８年度の予算は、市の将来像「笑顔あふれ 幸せひろがる 安心都市」を実現するため
の六つのまちづくりの柱に基づき、クマに係る捕獲報奨金の増額、小学校児童の学習用端末
の更新、モンテディオ山形新スタジアム建設の支援などの事業が盛り込まれた内容となって
います。委員会では、議員が市民生活の向上や、より良い未来に向けたまちづくりを推進す
る観点で審査しました。
　予算の審査で交わされた質疑の主な内容についてお伝えします。

市民の笑顔と幸せと市民の笑顔と幸せと
　安心を目指す　安心を目指す
　　まちづくりに向けて　　まちづくりに向けて

Q

Ａ 現在利用している配車システムは令和８年度までの契約
となっており、次に導入する新しい配車システムではＡＩ

の導入も考えている。

ＤＯＭＯＳＵが市内全域で区域乗合型になることで、
全ての利用者が自宅前から乗って指定目的地まで向か

うことができるようになる。効率的な配車のためにＡＩを
使った配車システムを導入する予定はないのか。

D
ド モ ス

OMOSUが市内全域で区域乗合型に

Q

Ａ 市民の皆さんが利用しやすいようなものになるのであれば、一つにまとめ
ることも考えていきたい。また、デジタル版についても、紙のものと同じ

ように作成し、両方活用できるようにしたい。

洪水の予測地図バージョンアップ

洪水ハザードマップ更新事業について、現在は東部と西部の二つに分かれ
ているが、同じ区分になるのか。また、デジタル版のマップを作製する予

定はあるのか。

市内全域自宅まで送迎
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Q

Ａ 子育てアプリ「コマモル」でのお知らせや、子育てガイド
への掲載、妊婦への健康相談の際に周知を行い、出生届

の提出時等に申請をしてもらうほか、電子申請でも受け付ける。

新生児に誕生のお祝いとして名入りの将棋駒ストラッ
プをプレゼントする取組みを新たに始めるに当たり、

新事業なので周知が重要と考えるが、どのように行うか。

将棋の聖地に生まれた子に祝福の駒

Q

Ａ １人の担任が２学年を受け持つことになるため、複式学
級の経験のある教員の配置を県教育委員会に求めてい

る。また、担任をサポートする学習指導員を募集して、授業で
の支援をしてもらう予定である。

令和８年度から荒谷小の２・３年生が複式学級になる
予定であるが、１人の教員で２学年の授業を同時に担

当することに不都合はないのか。

複式学級に手厚いサポートを

Q

Ａ 同学区は児童数が減少し、小学校の複式学級が予定されている、または可
能性が高いことから、地域コミュニティの維持と地域の活性化のためにも

子育て世帯の定着を促すことを狙いとしている。

子育て世帯移住者 大歓迎

住むならてんどう！新築住宅取得応援補助金では、寺津小、津山小、荒谷
小の学区に移住・定住する場合に、子どもの数に応じた加算を新たに行う

が、この施策の将来的な展望は。

Q

Ａ 検査は無料で受けることができる。定員は十分と見ているが、希望者が多
い場合は、より多くの方が受けられるように、ぜひ検討をしたい。

減塩・適塩 元気の源

減塩・ベジアップ健康教室とリンクした尿中塩分濃度の検査は料金がかか
るのか。また、年４回開催で１回当たり８０人の定員としているが、希望者

が定員を超えた場合の対応は。

複式学級がスタートする
　荒谷小

将棋の聖地から新生児へ
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　３月定例会では、議案１０件について各常任委員会へ審査を付託しました。
　また、最終日２３日の本会議では、各委員長が審査状況について次のとおり報告
しました。

常任委員会　議案を審査しました常任委員会　議案を審査しました

特
殊
な
業
務
を
行
う
消
防
職
員
に

手
当
を
新
設

消
防
課
長　
消
防
職
員
が
著
し
く
危
険
・
困

難
な
業
務
等
に
従
事
す
る
際
に
、
新
た
に
特

殊
勤
務
手
当
と
し
て
、
救
急
救
命
士
手
当
及

び
災
害
応
急
作
業
等
手
当
を
新
設
す
る
。
救

急
救
命
士
の
資
格
を
持
つ
消
防
職
員
が
、
医

師
の
指
示
の
も
と
、
心
肺
停
止
の
処
置
や
点

滴
、
薬
剤
投
与
な
ど
の
高
度
な
救
急
救
命
処

置
を
伴
う
出
動
１
回
に
対
し
５
１
０
円
、
大

規
模
災
害
の
被
災
地
に
お
い
て
は
、
災
害
対

策
基
本
法
に
基
づ
き
、
危
険
な
区
域
で
災
害

対
応
に
当
た
っ
た
場
合
に
、
日
額
２
１
６
０

円
を
支
給
す
る
も
の
。

　
現
在
、
市
消
防
本
部
の
救
急
救
命
士
の
人

数
は
何
人
か
。
ま
た
、
現
在
の
業
務
の
中
で

不
足
し
て
い
な
い
の
か
。

　
救
急
救
命
士
の
有
資
格
者
は
２７
人
で
、
そ

の
う
ち
消
防
署
で
現
場
に
出
動
す
る
要
員
は

２１
人
で
あ
る
。
今
後
、
高
度
な
救
急
救
命
処

置
が
必
要
と
な
る
状
況
が

増
え
て
い
く
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
若
い
職
員
を
中

心
に
、
希
望
者
に
は
国
家

資
格
を
取
得
す
る
た
め
の

研
修
を
受
講
で
き
る
よ
う

に
、体
制
を
整
え
て
い
る
。

QA

 

総

務

教

育 

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の

本
格
実
施
に
向
け
条
例
を
制
定

子
育
て
支
援
課
長　
令
和
８
年
４
月
１
日
か

ら
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
規
定
す
る

通
称
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
が
本
格

実
施
さ
れ
る
。
国
の
基
準
に
基
づ
き
、
市
が

定
め
る
条
例
の
基
準
を
満
た
し
た
場
合
は
、

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
と
し
て
乳
児

等
支
援
給
付
費
が
給
付
さ
れ
る
。
こ
の
給
付

事
業
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
保
育
施
設
の

定
員
や
運
営
の
基
準
等
を
定
め
る
も
の
。

　
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
者
は
、
保
護

者
か
ら
利
用
の
申
込
み
を
受
け
た
際
に
、
正

当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
拒
ん
で
は
な
ら
な
い

と
あ
る
が
、
正
当
な
理
由
と
し
て
ど
の
よ
う

な
も
の
を
想
定
し
て
い
る
か
。

　
例
え
ば
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
乳
幼
児

の
保
護
者
か
ら
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

看
護
師
等
の
医
療
的
ケ
ア
を
実
施
で
き
る
人

員
の
配
置
が
必
要
に
な
る
た
め
、
特
定
乳
児

等
通
園
支
援
事
業

者
に
よ
っ
て
は
、

受
入
れ
が
で
き
な

い
場
合
が
想
定
さ

れ
る
。

QA

 

環

境

福

祉 

市
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

使
用
料
が
コ
ン
ビ
ニ
納
付
可
能
に

農
林
課
長　
こ
れ
ま
で
は
公
益
財
団
法
人
天

童
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
が
指
定

管
理
者
と
な
り
管
理
を
行
っ
て
き
た
が
、
指

定
管
理
期
間
満
了
と
と
も
に
市
の
直
営
に
戻

す
も
の
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
が
行
っ
て
い

た
管
理
及
び
業
務
の
た
め
、
施
設
に
必
要
な

職
員
を
配
置
し
、
使
用
料
の
納
付
方
法
に
つ

い
て
見
直
し
を
行
う
も
の
。

　
今
ま
で
の
指
定
管
理
者
制
度
か
ら
、
市
の

直
営
に
変
え
る
理
由
は
何
か
。

　
施
設
の
規
模
が
ア
リ
ー
ナ
１
面
の
み
と
小

規
模
で
あ
る
た
め
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ

る
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

向
上
や
コ
ス
ト
削
減
が
困
難
で
あ
り
、
運
営

経
費
の
確
保
も
難
し
い
。
市
の
直
営
に
切
り

替
え
て
も
コ
ス
ト
の
差
は
ほ
ぼ
生
じ
ず
、
指

定
管
理
者
制
度
の
継
続
に
よ
る
効
果
が
得
ら

れ
に
く
い
た
め
。

　
使
用
料
の
納
付
方
法
は
ど
の
よ
う
に
見
直

さ
れ
る
の
か
。

　
現
状
は
金
融
機
関
の
窓
口
営
業
時
間
内
に

納
付
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
新
た
に
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
を
導
入
す

る
こ
と
で
、
原
則
い
つ
で
も
使
用
料
の
支
払

い
が
可
能
に
な
る
。

QAQA

 

経

済

建

設 
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分科会方式の審査の利点や課題を探る

ハラスメントを許さない議会に

よ
り
深
く
市
政
の
チ
ェ
ッ
ク
を

よ
り
深
く
市
政
の
チ
ェ
ッ
ク
を

委
員

会活動

委
員

会活動

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い

　
　
　
　
　
ク
リ
ア
な
議
会
づ
く
り

　
　
　
　
　
ク
リ
ア
な
議
会
づ
く
り

 議

会研修

 議

会研修

福
島
県
伊
達
市
議
会
を
視
察
（
議
会
運
営
委
員
会
）

福
島
県
伊
達
市
議
会
を
視
察
（
議
会
運
営
委
員
会
）

全
議
員
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催

全
議
員
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催

　
１
月
２６
日
、
福
島
県
伊
達
市
議
会
に
、
予
算
や
決
算
の
議
案
審

査
に
関
す
る
視
察
で
訪
問
し
ま
し
た
。

　
議
会
は
、
議
決
機
関
と
し
て
、
市
の
執
行
機
関
か
ら
提
出
さ
れ

た
議
案
の
審
査
を
行
う
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
天
童

市
議
会
で
は
条
例
な
ど
の
議
案
は
、
所
管
す
る
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
て
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
予
算
や
決
算
の
議
案
は
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
議
会
で
は
、
予
算
や
決
算
の
議
案
に
つ
い
て
も
、
特
別
委

員
会
の
中
に
常
任
委
員
会
の
よ
う
な
専
門
の
分
野
を
担
当
す
る
分

科
会
を
設
け
て
、
担
当
分
野
の
予
算
や
決
算
を
よ
り
深
く
チ
ェ
ッ

ク
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
中
で
、
分
割
審
査
を
行
っ
て
い
る

伊
達
市
議
会
の
状
況
を
学
ぶ
た
め
視
察

を
し
た
も
の
で
す
。

　
伊
達
市
議
会
か
ら
は
、
予
算
や
決
算

の
審
査
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

や
、
質
疑
へ
の
丁
寧
な
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
分
科
会
方
式
で

の
予
算
や
決
算
の
審
査
の
進
め
方
や
、

実
務
面
で
の
検
討
事
項
な
ど
が
明
ら
か

に
な
り
、
実
像
に
迫
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
本
市
議
会
は
、
市
民
の
負
託
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

２
月
１０
日
、
天
童
市
議
会
の
議
員
協
議
会
室
を
会
場
に
、
議
員

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
議
員
の
資
質
向
上
を
図
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
よ
り
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
研
修
会
は
、
全
国
の
議
会
を
対
象
と
し
た
研
修
で
実
績
の
あ
る

廣
瀬
和
彦
氏
を
講
師
に
招
き
、「
信
頼
さ
れ
る
議
員
活
動
の
た
め

に
～
議
員
活
動
に
お
け
る
基
本
的
な
心
構
え
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
～
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　
議
員
と
し
て
の
心
構
え
で
は
、
市
議
会
議
員
は
特
定
の
地
域
や

団
体
の
代
表
で
は
な
く
、
市
民
全
体
の
代
表
で
あ
る
こ
と
を
理
解

し
、
自
身
の
言
動
に
慎
み
深
く
あ
る
よ
う
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
年
の
問
題
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
炎
上
や
名
誉
棄
損
な
ど
の
侵
害
行

為
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
な
る
事
例
な
ど

に
つ
い
て
、
実
例
の
紹
介
も
含
め
て
解

説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
首
長
や
議
員
な

ど
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
問
題
は
、

新
聞
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
当
事
者
の
み
な
ら
ず
組
織
の

信
頼
も
大
き
く
損
ね
る
重
大
な
事
案
に

な
る
こ
と
を
改
め
て
理
解
し
ま
し
た
。

今
後
も
な
お
一
層
ク
リ
ア
な
議
会
づ
く

り
を
目
指
す
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　現固定資産評価審査委員会委員の滝口順
一氏（泉町）が、令和８年３月１３日をもっ
て任期満了になることに伴い、再び同氏を
選任することに同意しました。

固定資産評価審査委員会
委員の選任に同意

　現人権擁護委員の花輪祐子氏（下荻野戸）
が、令和８年６月３０日をもって任期満了に
なることに伴い、再び同氏を推薦すること
に同意しました。

人権擁護委員の推薦に同意
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提出された議案とその結果
令和７年度第６回臨時会、第７回定例会に提出された議案とその結果は、次のとおりです。
第６回臨時会（１月３０日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第１０号
令和７年度天童市一般会計補正
予算（第６号）の専決処分の承
認を求めることについて

承　認
（全会一致）

議第６３号 令和７年度天童市一般会計補正
予算（第７号）

原案可決
（全会一致）

第７回定例会（２月２７日～３月２３日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

議第６４号 令和７年度天童市一般会計補正
予算（第８号）

原案可決
（全会一致）

議第６５号 令和７年度天童市国民健康保険
特別会計補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第６６号 令和７年度天童市介護保険特別
会計補正予算（第４号）

原案可決
（全会一致）

議第６７号 令和７年度天童市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第６８号 令和７年度天童市工業団地整備
事業特別会計補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第６９号 令和７年度天童市水道事業会計
補正予算（第４号）

原案可決
（全会一致）

議第７０号 令和７年度天童市民病院事業会
計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第７１号 令和７年度天童市公共下水道事
業会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第７２号 令和８年度天童市一般会計予算 原案可決
（全会一致）

議第７３号 令和８年度天童市国民健康保険
特別会計予算

原案可決
（全会一致）

議第７４号 令和８年度天童市用地買収特別
会計予算

原案可決
（全会一致）

議第７５号 令和８年度天童市財産区特別会
計予算

原案可決
（全会一致）

議第７６号 令和８年度天童市介護保険特別
会計予算

原案可決
（全会一致）

議第７７号 令和８年度天童市市民墓地特別
会計予算

原案可決
（全会一致）

議第７８号 令和８年度天童市後期高齢者医
療特別会計予算

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第７９号 令和８年度天童市工業団地整備
事業特別会計予算

原案可決
（全会一致）

議第８０号 令和８年度天童市水道事業会計
予算

原案可決
（全会一致）

議第８１号 令和８年度天童市民病院事業会
計予算

原案可決
（全会一致）

議第８２号 令和８年度天童市公共下水道事
業会計予算

原案可決
（全会一致）

議第８３号 天童市行政手続条例の一部改正
について

原案可決
（全会一致）

議第８４号
天童市職員の勤務時間及び休暇
等に関する条例の一部改正につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第８５号 天童市一般職の職員の給与に関
する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第８６号 天童市職員の特殊勤務手当に関
する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第８７号 天童市手数料条例の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第８８号 天童市債権管理条例の設定につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第８９号
天童市特定乳児等通園支援事業
の運営に関する基準を定める条
例の設定について

原案可決
（全会一致）

議第９０号
天童市立旧東村山郡役所資料館
設置及び管理に関する条例の一
部改正について

原案可決
（全会一致）

議第９１号
天童市農業者トレーニングセン
ター設置及び管理に関する条例
の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第９２号 天童市道路占用料条例の一部改
正について

原案可決
（全会一致）

議第９３号 天童市固定資産評価審査委員会
委員の選任について

同　意
（全会一致）

議第９４号 人権擁護委員の推薦につき意見
を求めることについて

同　意
（全会一致）

議第９５号 令和７年度天童市一般会計補正
予算（第９号）

原案可決
（全会一致）
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議会のうごき議会のうごき（２月１日～４月３０日）
■２月
６日～�８日　あばしりオホーツク流氷まつり（議

長／北海道網走市）
１０日　議員研修会
１２日　各常任委員会協議会
　　　�市長要請総務教育常任委員会（第八次天童

市総合計画基本計画（案）等について）
１３日　�東根市外二市一町共立衛生処理組合議会議

会運営委員会
１６日　市長要請全員協議会
　　　市長要請各派代表者会
　　　�市長要請環境福祉常任委員会（第三次天童

市地域福祉計画の策定について、ファミ
リー・サポート・センター事業の補助金返
還について）

１８日　関東天童会総会（議長／東京都）
１９日　議会運営委員会
２４日　�東根市外二市一町共立衛生処理組合議会議

員全員協議会・定例会
２７日～３月２３日　第７回市議会定例会
２７日　広報委員会

■３月
５日　�市長要請総務教育常任委員会（天童市におけ

る小規模小学校の今後のあり方について）

１６日　市長要請全員協議会
　　　議会運営委員会
２３日　広報委員会
　　　�市長要請経済建設常任委員会（道路陥没を

受けた下水道施設（雨水管きょ）の特別重点
調査結果（速報）について）

　　　各派代表者会
３０日　市長要請全員協議会

■４月
６日　各派代表者会
14日　広報委員会
　　　大阪府門真市議会視察来童
１５日　�山形県市議会議長会監査・定期総会（議長、

副議長、事務局長／山形市）
１６日　市長要請全員協議会
　　　議会運営委員会
２２日　議会運営委員会
　　　第１回市議会臨時会
　　　全員協議会
　　　市長要請各派代表者会
　　　広報委員会
２３日～�２４日　東北市議会議長会理事会・定期総会

（議長、副議長、事務局長／青森県八戸市）

令和８年４月１日から、会派の構成を次のように変更しましたので、お知らせします。

会 派 議員氏名（○は会派代表）

清 新 会
水 戸 　 　 保　○鈴 木 　 照 一　　水 戸 　 芳 美
武 田 　 正 二　　佐 藤 　 俊 弥　　古 澤 　 義 弘
佐 藤 　 孝 一　　滝 口 　 茂 之　　新 関 　 知 己

てんどう
創生の会

○遠 藤 　 喜 昭　　三 宅 　 和 広　　林 　 　 正 人
　半 田 　 大 介　　斉 藤　美千代

清 風 ○村 山 　 俊 雄　　横 山 　 　 愛

※会派に属さない議員：遠藤敬知（議長）、伊藤和子、狩野佳和、野口さつき、駒延法子

会派構成の変更
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　政務活動費は、地方自治法の規定に基づいて、議員の調査研究その他の活動を
行うために必要な経費の一部として、会派や議員に交付されるものです。本市議
会では次のように取り扱っています。

●議員１人につき１カ月当たり１万3000円（年額１５万6000円）。
●会派単位で交付（会派に所属しない議員は個人に交付）。
●使い道は調査研究費、研修費、資料作成費や資料購入費など。
●�年度終了後、速やかに全支出の領収書を添付した報告書を議長に提出し、
不用額は返還する。

⇐ホームページで
　ご確認ください

※�報告書等は市ホームページで公開して
いますので、どうぞご覧ください。

令和７年度　政務活動費の使い道

会派（議員）名 人　数
（人）

交付額
（円）

項　　　目　（円）
返還額
（円）調査

研究費 研修費 資料
作成費

資料
購入費 合　計

清　　新　　会 １０ １，５６０，０００ １，４５９，６６２ ０ ２，６７９ ０ １，４６２，３４１ ９７，６５９

て　ん　ど　う
創　生　の　会 ５ ７８０，０００ ６６７，１９０ ３０，０００ １，１５０ ７９，２４０ ７７７，５８０ ２，４２０

清　　　　　風 ２ ３１２，０００ ５９，６４２ ０ ２３ ０ ５９，６６５ ２５２，３３５

伊　藤　和　子 １ １５６，０００ ０ ０ ０ ０ ０ １５６，０００

狩　野　佳　和 １ １５６，０００ ０ ０ ０ ０ ０ １５６，０００

野　口　さつき １ １５６，０００ ７９，９１０ ０ ０ ０ ７９，９１０ ７６，０９０

遠　藤　敬　知
（議長） １ １５６，０００ ０ ０ ０ ０ ０ １５６，０００

合　計 ２１ ３，２７６，０００ ２，２６６，４０４ ３０，０００ ３，８５２ ７９，２４０ ２，３７９，４９６ ８９６，５０４

※会派に属しない議員（議長を含む）は、各議員への交付になります。
※会派の人数は、令和８年３月３１日現在の人数です。

◆令和７年度政務活動費

特集 報告します
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教えて っすケケロロ

本市議会は全国各地から、議会の委員会やさまざまな議員の会派による視察を積極的に受
け入れています。令和７年度には１８の議会から合計115人が視察に訪れました。視察内容は各
議会が選択する形となっていますが、昨年度で最も多かったのは「天童市子育て未来館 げん
キッズ」に関する視察で、７つの議会から４１人が参加し、先進事例の説明と現地視察を行いま
した。天童市子育て未来館 げんキッズは、入場無料で利用できることから全国的にも注目さ
れている施設です。

天童市議会でも先進地視察を受け入れてるの？ＱＱ
ＡＡ

　政務活動費の使い道として、調査研究費や研修費等が認められています。これは、議員として必
要な知見を高め、より良いまちづくりを進めるために、先進的な取組みを行っている自治体の事例
を調査したり、研修機関が実施する議員向けの研修会に参加したりするためのものです。
　令和７年度は、各会派などで次のような調査・研修を実施しました。

◆調査研究費、研修費の内容（先進地視察、研修会参加など）

（●：調査研究費、■：研修費）

会
派 月　日 参加

人数 目　的　地 内　　　　容

清　
新　
会

７月２２日～２４日 ９
北海道恵庭市
北海道仁木町
北海道千歳市

●��半導体工場ラピダスの進出について
●�北海道でのさくらんぼの現状について
●�千歳市防災学習交流センター「そなえーる」について

１月２１日～２３日 １０
兵庫県伊丹市
愛知県稲沢市
環境省・農林水産省（東京都）

●�安全・安心見守りネットワーク事業について
●�全庁的なＤＸ推進体制とデジタル人材育成戦略について
■�クマ対策について

て
ん
ど
う
創
生
の
会

１０月２０日 ３ 東根市 ■�議員の資質向上と議会運営の基本について

１０月３０日～３１日 ４
東京都
移住・交流情報ガーデン（同）
日本将棋連盟・将棋会館（同）

■�人口減少社会における出産と子育て支援政策の問題点と課題について
●�首都圏における移住・定住に関する情報発信の状況について
●�将棋会館における施設等の利用状況や運営について

１月２１日～２３日 5

ＮＰＯ法人尾道空き家再生
プロジェクト（広島県）
広島県広島市
広島市中央公園エリアマネ
ジメント協議会（広島県）

●�尾道空き家再生プロジェクトの取組みについて

●�スタジアムを核とした市街地活性化について
●�広島市中央公園エリアマネジメント協議会の取組みについて

清　
風

１１月２７日～２９日 １

ジャパンアップル株式会社
（青森県）
タムラファーム株式会社（同）
地方独立行政法人青森県産業技術
センターりんご研究所（同）
ＪＡつがる弘前河東地区
りんご施設（同）
A-FACTORY（エーファクトリー）（同）

●�日本最大級のりんご園地の運営について

●�果樹の大規模化や６次産業化など先駆的な農業経営の状況について
●�青森りんご栽培の課題と研究について

●�最先端の選果・出荷体制について

●�６次産業化による地産地消と高付加価値化について

野　
口

さ
つ
き

１月２１日～２３日 1
兵庫県伊丹市
愛知県稲沢市
環境省・農林水産省（東京都）

●�安全・安心見守りネットワーク事業について
●�全庁的なＤＸ推進体制とデジタル人材育成戦略について
■�クマ対策について
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▲�秋山さん（写真左）からは優しく心のこもった
丁寧な題字を、伊藤さん（写真右）からは和や
かで楽しそうな子どもたちの作品を提供いただ
きました。ありがとうございました。

今回今回のの表紙表紙（題字・（題字・イラストイラスト）） 作者紹介作者紹介

【イラスト】伊
い

藤
とう

　玲
れ

奈
な

さん（三中３年）
Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

５月はこどもの日なので１人で何かをしているより、複数人の
方が良いと思ったので、大きさなどを工夫しながら描きました。

作品の説明をお願いします。

より良いまちづくりのために一言。
色んな世代との交流を深められるようにイベントなどの活動を
活性化し、天童のより良いまちづくりを進めていってほしいで
す。

【題字】秋
あき

山
やま

　優
ゆ

天
ん

さん（三中３年）
Ｑ
Ａ 字と字の間隔に注意して、バランスが良くなるように書きまし
た。字の太さを同じにできるように注意しました。

作品の説明をお願いします。

より良いまちづくりのために一言。
観光客を巻き込むイベントなどをたくさん行い、今よりももっ
と多くの人が集まるようなまちになってほしいです。

Ｑ
Ａ

【広報委員会】委員長　横山 愛　  副委員長　新関 知己　  委員　狩野 佳和・佐藤 俊弥・古澤 義弘・林 正人・斉藤美千代

６月定例会の
日程 中継あり

議会報告・意見交換会を
開催します

※�請願の締め切りは５月２１日（木）正午の
予定です。
※‌�日程は変更になる場合があります。詳
しくは議会事務局までお問い合わせく
ださい。

５／２９ 金 本会議（初日）�

３０ 土

３１ 日

6／1 月

２ 火 本会議（一般質問）�

３ 水 本会議（一般質問）�

４ 木 常任委員会

５ 金 常任委員会

６ 土

７ 日

８ 月 常任委員会

９ 火

１０ 水 予算特別委員会

１１ 木

１２ 金 本会議（最終日）�

日　時　５月２４日（日）午前１０時から
場　所　市総合福祉センター
テーマは設けていませんので、　　　　　　 
ご自身の思いを市議会にお聞かせください。

（地域の課題、防災、部活動についてなど）

　より開かれた議会となるよう、市民の皆さまに議会活動を報
告するとともに、小グループで話し合いの場を設けます。本市
のまちづくりのために市民の皆さまと一緒になって考え、話し
合えればと考えています。ぜひご参加ください。

皆さまのご意見を
お聞かせください。
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この広報紙は環境に配慮した森林認証紙・
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